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H31(2019) H32(2020) H33(2021) H34(2022) H35(2023)

在宅医療に関する
人材の確保

在宅医療の担い手である医師の人材確保を図
り、派遣等の方法を検討する。

医師部会 検討 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

在宅療養患者リス
トの作成

短期入院、短期入所利用者を中心に、在宅療
養患者リストの作成

地域連携部会
参加法人内で
の作成

市内関係機関
との情報交換

情報共有とリ
ストの作成

運用 ⇒

他圏域との医療・
介護連携体制の整
備と強化

他圏域での急性期治療終了者の早期受入と在
宅復帰に向けた支援と継続した在宅療養が行
える体制づくり

地域連携部会 現状の把握
関係機関との
定期意見交換

体制づくりと
住民への周知

⇒ ⇒

健診の拡充
健診体制の受診率向上を目指し、健診体制を
整備する。

事務部会 体制の検討
行政等関係機
関との調整

⇒
がん検診含む
健診体制の整
備

⇒

公開講座、出前講
座の実施

看護師長、認定看護師による出前講座を行
い、疾病の予防推進を図る。

看護部会 実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

医師が不足する診療科について他病院が医師の
派遣を行うことにより、市内全域で不足する医
療分野を補い合うことが可能になる。

医師派遣の検討
医師が不足する診療科について他病院が医師
の派遣を検討する。

医師部会
医師派遣の検
討・実施

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

災害時の対応、看護師の役割を考える 看護部会
課題の抽出
研修会開催
課題の対応

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

新人看護師の育成 看護部会
課題の抽出
研修会開催
課題の対応

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

看護補助者の育成 看護部会
課題の抽出
研修会開催
課題の対応

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

情報共有会議の実施（定期的） 看護部会 情報の共有 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

栄養指導の情報共有 医療技術部会 情報の共有 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

臨床工学技士の情報共有 医療技術部会 情報の共有 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

各医療機関の機能および状況の把握、研修会
の実施

リハビリ部会
研修会内容の
検討・準備、
研修会の開催

研修会内容検
討・実施、資
料作成・修正

⇒ ⇒ ⇒

合同研修・情報共
有会議の実施

予
防
医
療

健診、がん検診等の受診啓発、案内を各病院が
協力して行うことにより受診率の向上が図れ
る。

職
員
派
遣
・
人
材
育
成
・
共
同
研
修

・職員研修会の共同開催により、研修効果の向
上、受講機会の拡大、経費の削減および業務量
の軽減が図れる。

⇒ ⇒ ⇒

在
宅
医
療

現在の担い手である開業医の高齢化・後継者不
足となるなか、マンパワーの不足を他の医療機
関がカバーする体制が取れる。

担当部会
取組年度

病
床
機
能
分
担

各医療機関が機能分担を行うことにより、競合
を避け、それぞれが合理的な病院経営を行うこ
とができる。それぞれ経費削減が可能になり、
地域全体で重複投資等が無くなる。

地域の患者の動向
分析、病床機能の
分担

地域の患者の動向を分析し、病床機能の適正
化を検討する体制を構築する。

代表者会 検討 ⇒

項目 取組の効果 取組項目 取組内容
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H31(2019) H32(2020) H33(2021) H34(2022) H35(2023)
担当部会

取組年度
項目 取組の効果 取組項目 取組内容

放射線機器等の共
同利用

ＣＴ、ＭＲＩの共同利用を実施し、配置の適
正化と緊急時にも対応できる体制を整備する

医療技術部会
検討
10月から実施

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

血液検査実施の連
携

血液検査を一括で実施し、業務の効率化を図
る。

医療技術部会
検討
10月から実施

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

病理解剖室の共同
利用

高島市民病院の病理解剖室を共同利用する。 医療技術部会 6月実施 ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

医薬品の共同交
渉・購入

スケールメリットを生かしたコスト削減、経
営の効率化を目指す。

薬局部会

契約形態の標
準化、購入医
薬品の選別、
交渉に向けた
準備

共同交渉 ⇒ ⇒
共同購入の検
討

医薬品の相互利用
期限切迫医薬品を使用できる施設へ譲渡する
ことにより、医薬品の適正利用を図る。

薬局部会

契約形態の標
準化、対象医
薬品の提示方
法の検討

実施
（要確認）

⇒ ⇒ ⇒

診療材料の共同交
渉・共同購入

価格交渉を共同で行うことによりスケールメ
リットを生かした経費削減を図る。

事務部会
（用度係会）

現状分析・課
題の共有、お
よび共同可能
項目の洗出し

共同交渉 ⇒
共同購入の検
討

共同購入

診療材料の在庫管
理分析

効率的な診療材料の在庫管理方法を共同で検
討することにより過剰在庫の削減を図る

事務部会
（用度係会）

現状分析・課
題の共有、お
よび共同可能
項目の洗出し

在庫管理方法
の見直し協議

在庫管理方法
の見直し実施

⇒ ⇒

医療機器の共同交
渉・共同購入

価格交渉を共同で行うことによりスケールメ
リットを生かした経費削減を図る

事務部会
（用度係会）

現状分析・課
題の共有、お
よび共同可能
項目の洗出し

共同交渉 ⇒
共同購入の検
討

共同購入

医療機器の保守管
理分析

適正な保守管理を共同で分析することにより
過剰な保守契約経費の削減を図る

事務部会
（用度係会）

現状分析・課
題の共有、お
よび共同可能
項目の洗出し

保守管理方法
の見直し協議

共同保守管理
方法の実施

⇒ ⇒

その他の共同交
渉・共同購入

価格交渉を共同で行うことによりスケールメ
リットを生かし経費削減を図る
（事務用消耗品、印刷物、医療ガス、医療廃
棄物、臨床検査外注業務　など）

事務部会
（用度係会）

現状分析・課
題の共有、お
よび共同可能
項目の洗出し

共同交渉 ⇒
共同購入の検
討

共同購入

医
療
機
器
の
共
同
利
用

・各病院の重複投資を抑制でき経費削減が図れ
る。

医
薬
品
・
診
療
材
料
の
共
同
購
入

・各医療機関で個別に行ってきた医薬品の価格
交渉を共同で行うことにより、スケールメリッ
トを生かし経費削減が図れる。
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H31(2019) H32(2020) H33(2021) H34(2022) H35(2023)
担当部会

取組年度
項目 取組の効果 取組項目 取組内容

医事委託業務の共
同交渉

医事委託業務を共同交渉することにより、人
員配置の融通性の向上、経費の削減を図る

事務部会
（医事係会）

現状の分析と
課題の抽出
課題解決に向
け検討・協議

医事委託業務
の共同交渉

⇒ ⇒ ⇒

給食関連

業務形態を統一化すること等で、スケールメ
リットを生かして、資材調達の効率化・経費
削減を図る。また、人員不足の折から柔軟に
職員派遣等融通しあえる仕組みづくりを研究
する。

事務部会
（管理係会）

現状分析、課
題精査、共同
可能項目の洗
い出し

共同交渉の準
備

共同交渉 ⇒ ⇒

清掃・施設管理関
連

仕様の統一化を図り、共同して価格交渉を行
うことで、経費削減を図る。また、人員不足
の折から柔軟に職員派遣等融通しあえる仕組
みづくりを研究する。

事務部会
（管理係会）

現状分析、課
題精査、共同
可能項目の洗
い出し

課題調整、共
同交渉の準備

共同交渉 ⇒ ⇒

寝具（賃借）関連
仕様の統一化を図り、共同して価格交渉を行
うことで、経費削減を図る。

事務部会
（管理係会）

現状分析、課
題精査、共同
可能項目の洗
い出し

共同可能項目
の洗い出し、
課題調整、共
同交渉の準備

共同交渉 ⇒ ⇒

臨床検査関連
仕様の統一化を図り、共同して価格交渉を行
うことで、経費削減を図る。

事務部会
（管理係会）

現状分析、課
題精査、共同
可能項目の洗
い出し

共同可能項目
の洗い出し、
課題調整、共
同交渉の準備

共同交渉 ⇒ ⇒

医療廃棄物関連
仕様の統一化を図り、共同して価格交渉を行
うことで、経費削減を図る。

事務部会
（管理係会）

現状分析、課
題精査、共同
可能項目の洗
い出し

共同可能項目
の洗い出し、
課題調整、共
同交渉の準備

共同交渉 ⇒ ⇒

その他の業務

上記以外の業務についても、共同による価格
交渉等スケールメリットを生かして経営の効
率化が図れる業務を研究し、取り組みを進め
る。

事務部会
（管理係会）

現状分析、課
題精査、共同
可能項目の洗
い出し

共同可能項目
の洗い出し、
課題調整、共
同交渉の準備

共同交渉 ⇒ ⇒

患者ＩＤの共通化
（診察券の一本
化）

患者ＩＤの共通化（診察券の一本化）するこ
とで、患者負担の軽減と利便性の向上、なら
びに効率的な連携業務を行う。

事務部会
（医療情報係会）

現状の分析と
課題の抽出

課題解決に向
け検討・協議

患者ＩＤの共
通化の実施

⇒ ⇒

医療情報システム
の統一化

電子カルテシステムを統一化し、診療情報を
共有することで、診療効率のアップを図る。

事務部会
（医療情報係会）

電子カルテシ
ステムの更新

高島市民病院
今津病院

マキノ病院、
本多医院のシ
ステム導入時
期を考慮し連
携を検討。

⇒ ⇒ ⇒

テレビ会議システ
ムの導入

テレビ会議システムを導入し、WEB会議の実
施、研修の同時中継等を実施し、業務の効率
化と研修受講機会の向上

事務部会
（医療情報係会）

4月検討
デモの実施
10月運用開始

運用 ⇒ ⇒ ⇒

びわ湖あさがお
ネットの活用

びわ湖あさがおネットの活用に関する実態調
査、利用環境の改善に関する意見交換、利用
状況についての報告会、利用環境・法人間で
の利用状況の改善について確認、次年度に向
けた課題検討

リハビリ部会

アンケートの
準備、研修会
内容の検討・
準備、実態調
査

アンケートの
実施、研修会
の開催、実態
調査

⇒ ⇒ ⇒

地域完結型医療の
構築

急性期患者および家人へのアンケート調査、
アンケート結果に基づく各機関での問題解決
の働きかけ

リハビリ部会
アンケートの
準備、実態調
査

アンケートの
実施、研修会
を通じて情報
共有、各機関
での問題解決
の働きかけ

⇒ ⇒ ⇒

病床利用のルール
化

適切な場所（病床機能）で入院治療が行える
よう、参加法人内で病床利用のルール化

地域連携部会 ルール化検討 内容検討
基本ルール作
成と仮運用

運用 ⇒

空床状況の把握
適切かつ効率的な病床利用を進めるために、
参加法人にて空床状況報告を行う(情報共有
化)

地域連携部会 報告ﾌｫｰﾑ作成 運用 ⇒ ⇒ ⇒

災害時支援対象者
リストの作成

災害時において、支援対象者把握のためのリ
スト作成

地域連携部会
参加法人内で
の作成

市内関係機関
との情報交換

情報共有とリ
ストの作成

運用 ⇒

委
託
業
務
の
共
同
交
渉

・医事、給食、清掃、警備、施設管理等の委託
業務について共同で価格交渉を行うことに、ス
ケールメリットを生かした経費削減が図れる。

連
携
業
務
の
効
率
化

・患者IDの共通化、電子カルテの統一等を見据
えたシステム使用、メーカーの統一化が図るこ
とにより、連携業務がより効率的に行うことが
できる。
・患者情報の共有が容易になり診療効率がアッ
プする。
・各病院を利用する患者様の利便性が図れる。


